
不十分な情報下における臨床的予測モデルの統合方法に関する研究
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臨床研究による
エビデンス

個別の患者
背景の考慮

臨床経験から
学んだこと

メカニズム：数理モデル？

・ ベイズ統計学が
活用可能？

• 機械学習／AI
• 定性的な知識

臨床のセンス：多様体学習？

十分な情報がない
中での意思決定が
多い

臨床的な判断



「私の研究（関心事）はこんな感じです。」
“This is what I'm working on!”

。
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連絡先：
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医療現場のおける意思決定プロセスのモデル化と、患者の状態やそのダイ
ナミクスを推定し、個々の患者に還元できるエビデンスを創出できるよう
な、数理的基盤を構築することに関心があります。薬剤の効果や安全性に
関する解析、統計的因果推論を用いた医師の意思決定プロセスに関する解
析、個々の患者のダイナミクスを推定する解析手法の検討、数理モデルを
用いた自己免疫疾患のメカニズムに関する研究などに従事しています。



「こんなこと知りたい、話し合いたい！」
“What I’d like to explore and discuss together!”

• ベイズ統計学を活用した医療現場での意思決定プロセスの数理
モデル化

• モデルそのものやモデルの予測結果の統合について

• データが十分量ない状況においてモデルパフォーマンスを高め
る工夫について



「このことなら私に聞いて」
“This is my area — feel free to ask!”

• 大規模な臨床データの特性とその解析

• 臨床的な問いと、その背景にある数理的問いの橋渡し

• 臨床現場での意思決定プロセスとEvidence based medicineの実
践


